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用いられる．粗度の値は，滑らかな土や氷の上では約

0．001cm，芝の上で0．1cm，草地では草が密になると

大きくなり，草の高さの10分の1から5分の1くらいの

値をとる．東京の中心部のような大都会では，粗度は1

mくらいである．海面や湖水面の粗度は，波が静かな時

には氷面の値と同じ0．001cmくらいで，波の荒い時に

は0．1cmくらいになる．草地の粗度も，風が強いと草

がなびいて小さくなる．風によって表面の形が変化しな

い場合には，粗度は風速に無関係である．

　粗度の値によって風速分布がどう違うかについては，

第7図から理解できよう．実線は粗度10cm，破線は粗

度0．01cmで，高さを（a）では対数目盛で，（b）で

は普通の目盛で表わしているが，　（a）と（b）は同じ

関係を示している．高さ10cmの風速が等しくても，高

さ1mの所の人間が感じる風速は，粗度が10cmくらい

の町の中と，粗度が0．01cmの砂浜とでは5：8くらい

に違う．粗度が小さい滑らかな表面の上では風速は低い

所で急激に変化し，粗度が大きい荒い表面の上では風速

は数十mの高さまでの範囲で高さと共に徐々に増加す

る．これは，粗度が小さいことはそれだけ地面の抵抗が

小さいことであるから，当然の結果である．粗度がわか

っていれば，一つの高さで風速が測定されれば，第6図

（b）のような直線を引くことによって接地気層内のい

ろいろな高さの風速が推定できる．気層が中立でない時

には対数法則はごく低い所でしか成り立たない．

　風速の高さによる違いが第3図に示したように渦ので

き方を左右するが，逆に，渦が大気の摩擦を引き起こす

ので，渦の量が風速の高さによる変化を決める．すなわ

ち，風速分布と乱れとは鶏と卵のように相互に原因結果

の関係になっている．大気中の現象の因果関係はこのよ

うに相互的あるいは同時的な関係になっているものが多

い．そこが大気の科学の難しい所でもあり深遠なる所で

もある．
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